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平成 25 年 1 月 23 日 

運輸安全委員会 

 

 

砂利運搬船成和丸爆発事故に関する情報提供について 

 

 

 国土交通省へ以下のとおり情報提供を行いました。 

 

１．事故の概要 

（１）発生年月日  平成２４年１２月１１日 

（２）発 生 場 所  大阪市北区所在の大川右岸の船舶係留施設に係留中の成和丸 

（３）事故の経緯 

成和丸（以下「本船」という。）は、大川右岸の船舶係留施設に係留中、船首倉庫区

画内で爆発が発生した。 

乗組員１名が死亡し、また、船首倉庫区画内にいた乗組員が重傷、係留施設にいた

船長及び他船の乗組員が軽傷をそれぞれ負った。 

本船は、爆発によって船首甲板が大破、積込品や船体の一部が飛散し、周囲の係留

船舶、近隣の建物や自動車に破損が生じた。 

 

２．事実情報 

 現在までの調査で明らかになった事実は、以下のとおりである。 

（１）爆発場所 

   本船の船首倉庫区画内 

（２）ガスコンロ・プロパンガスボンベ等の設置状況 

  本船は、倉庫区画内にガスボンベ（容量５ｋｇ）を持ち込み、ゴムホースを経てガス

コンロに接続されていた。なお、ガスボンベは事故前日に交換されているが、爆発後、

ガスボンベの中味は、ほぼ空の状態であった。 
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３．プロパンガスが爆発した船舶事故の過去事例 

旧海難審判庁の裁決書によれば、次表のようなプロパンガスの爆発事故が発生してい

る。 

発生 

年 

船種 

（総ﾄﾝ数） 
事故の概要 人的被害 

平成 

元年 

漁船 

（284 ﾄﾝ） 

プロパンガス配管の取替工事後、ガス器具の燃焼試験中、

開口されたままとなっていた配管末端部から同ガスが噴出

し、同室内で使用中の電気ドリルの火花で着火したことに

より爆発 

工員 4名負傷 

（熱傷等） 

平成 

２年 

漁船 

（4 ﾄﾝ） 

ガスコンロの点火栓が閉鎖されないままプロパンガスボン

ベの取替えが行われ、その元栓が開放されたことから、機

関室に多量のガスが滞留し、コンロのテストを兼ねて点火

した際に、機関室内のガスに引火して爆発 

乗組員 1名負傷 

（熱傷等） 

平成 

３年 

貨物船 

（48 ﾄﾝ） 

プロパンガス容器の元栓が閉じられず、同ガスが緩みのあ

ったエルボ管継手から漏れ、船員室のガス台底部に滞留

し、コンロの火が引火して爆発 

乗組員 2名負傷 

（熱傷） 

平成 

４年 

漁船 

（14 ﾄﾝ） 

ゴムホースを外す際に、閉止されていると思ったコックが

開放されていて、同コックから放出されたプロパンガスが

滞留し、寝台灯スイッチに生じた電気火花で着火して爆発 

乗組員 6名負傷 

（骨折や熱傷） 

平成 

５年 

漁船 

（19 ﾄﾝ） 

ゴムホースに生じた亀裂部より漏洩したプロパンガスが倉

庫内に滞留し、ラインホーラ始動時に生じた電気火花で着

火して爆発 

乗組員 1名死亡 

乗組員 1名負傷 

（骨折や熱傷） 

平成 

６年 

引船 

（19 ﾄﾝ） 

ガス器具を移動させる際に元栓側のゴム管の差し込みが緩

みプロパンガスが漏れて滞留し、喫煙時のマッチ着火によ

り爆発 

乗組員 1名負傷 

（熱傷） 

平成 

８年 

漁船 

（4.9 ﾄﾝ） 

ガスコンロのゴムホースにホースバンドを装着しないまま

使用されていた同ホースがガスコンロの管口から抜け出

し、漏洩したプロパンガスが滞留して喫煙時のライター着

火により爆発 

乗組員等 

3 名負傷  

（熱傷） 

平成 

14 年 

漁船 

（379 ﾄﾝ） 

ガスコンロ使用後、ガスコックと元栓を完全に閉止しなか

ったことで漏洩した多量のプロパンガスが、動力分電箱内

で生じた電気火花で着火して爆発 

死傷者なし 

平成

15 年 

遊漁船 

（4.9 ﾄﾝ） 

ガスストーブに接続されていないボンベの元栓が開放され

たことで、プロパンガスが流入し、ガスストーブを点火し

て爆発 

死傷者なし 

平成

17 年 

漁船 

（18 ﾄﾝ） 

ボンベ元弁を開けるために部屋を離れる際、ガスコンロの

コックを閉鎖しなかったので、同元弁を開けたことで、プ

ロパンガスがガスコンロから漏洩して滞留し、電気ロース

ターのヒーター熱で着火して爆発 

乗組員 1名  

（熱傷） 

 


